
＜第Ⅲ期＞
第Ⅲ期は、前期までに身につけた専門知識や技能を駆使し、
「薬の専門家」としての総合的な実践力を高めます。

＜第Ⅱ期＞
第Ⅱ期は、順次性・体系性に基づき薬学専門科目を配置し、以下の科目を学びます。各科目
の学習の到達目標の達成に最適化された多様な講義・実習・演習を実施するとともに、アク
ティブラーニングを通してコミュニケーション能力を身につける教育も展開します。

＜第Ⅰ期＞
第Ⅰ期では、医療人の基盤となる一般教養を身につけるとともに必要な
基礎知識を修得するため、早期より薬学の専門知識の土台となる基礎
教育やキャリア教育を進めます。

生命創薬科学科の学びの特徴

生命創薬科学科（4年制）のカリキュラムツリー
ディプロマ・ポリシー（DP） ①薬学関連領域における幅広い専門的な能力

②研究活動における高い倫理観
③薬学関連領域の進歩と改善に資するための研究遂行意欲と課題発見・問題解決能力
④課題発見・問題解決や研究成果の社会還元に必要なコミュニケーション・プレゼンテー
ション能力
⑤自律的・協働的な生涯学習の姿勢
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薬学部生命創薬科学科では、生命科学・創薬科学等の領域における研究
者・技術者をはじめとして、薬学関連領域の幅広い専門知識・技能をもって
様々な分野で活躍できる人材を育成します。
卒業に必要な条件を充足し、右記のプログラムの到達目標に示された資
質・能力を身につけたものに対して学位を授与します。

物理薬剤学実習①③
【物理薬剤学Ⅰ①③】
【製剤学①③】
【生物薬剤学①】
【薬剤学実習①③】

【薬物速度論①】
【臨床薬物動態学①】薬剤系

生命物理化学Ⅰ・Ⅱ①
分析科学Ⅰ・Ⅱ①
生命物理化学実習①③

放射薬品学①
分析科学Ⅲ①
構造生命科学①
【理論分子設計学①③】

物理学①
物理学実験①③物理系

【地域医療薬学Ⅰ①】
【調剤学①】

【医療薬学①】
【地域医療薬学Ⅱ・Ⅲ①】
【看護学①】
【リハビリテーション論①②】
【医薬品情報学①③】

【チーム医療論①②③④】
臨床薬学系

生命創薬科学Ⅰ・Ⅱ①③④薬学概論①②
北里の世界①⑤
仕事と人生①②⑤
創薬科学への招待①④
生命創薬科学研究概説①②

総合領域

【社会薬学実習①④⑤】 薬事行政①②
【薬事関係法規①②】
【医薬関連制度①②】
【臨床試験総論①②③】

法規・制度系

【医療コミュニケーション論④】 【医療心理学②④】 【医療倫理学②】
ヒューマニズム系

薬学統計学① 創薬情報科学①②④ 【臨床統計学①④】代数学①
統計学①
情報リテラシー（演習含む）①数理・情報系

英語CⅠ・Ⅱ① 【薬学英語Ⅰ④】
【薬学英語Ⅱ①④】

英語AⅠ・Ⅱ①
英語BⅠ・Ⅱ①語学系

薬理学Ⅰ・Ⅱ①
【病理学①】

【医薬品安全性学Ⅰ・Ⅱ①③】
【薬物治療学Ⅲ・Ⅳ①】薬理・病態系

薬理学Ⅲ①
薬理学実習Ⅰ・Ⅱ①③
【東洋医学概論①】
【薬物治療学Ⅰ・Ⅱ①】
【臨床医学概論Ⅰ・Ⅱ①】
【疾病解析学①】

【健康科学①⑤】 衛生化学Ⅰ・Ⅱ①
公衆衛生学Ⅰ①
衛生化学実習①③
公衆衛生学実習①③

【公衆衛生学Ⅱ①】
【健康食品論①⑤】
【臨床栄養学①】
【救急治療・臨床中毒学①③】

衛生薬学系

生化学Ⅱ・Ⅲ①
微生物学Ⅰ・Ⅱ①
化学療法学Ⅰ①
生理学Ⅱ①
生化学実習①③
細胞生物学①

免疫学①
化学療法学Ⅱ①
ゲノム医学①
微生物学実習Ⅰ・Ⅱ①③
【臨床生化学①】
【臨床生理学Ⅰ①③】

【臨床生理学Ⅱ①】生物学①
生化学Ⅰ①
解剖学①
生理学Ⅰ①
生物学実験①③

生物・生理系

有機化学Ⅱ・Ⅲ①
生薬学Ⅰ・Ⅱ①
医薬品化学実習①③
有機分析実習①③
生薬学実習①③
有機合成実習①③
定量分析実習①③

医薬品構造学Ⅰ①
合成化学Ⅰ・Ⅱ①
【医薬品構造学Ⅱ①③】
【創薬化学①③】

【医薬品化学①】
【薬品製造化学①④】

化学①
基礎有機化学①
薬用植物学①
有機化学Ⅰ①

化学系

（2026年度以降入学生）

科目名の後ろの◯数字はDP、【　】の科目は選択科目を表しています。 生命創薬科学卒業特別実習①②③④⑤
生命創薬科学特別演習①②③④⑤

発展科目

【臨床病理学①】
【感染制御学③④】
【生薬・東洋医学精説①③⑤】
【香粧品学①③】
【医薬品マーケティング論③⑤】
【ケミカルバイオロジー論①③④⑤】


